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令
和
元
年
度
決
算
・
加
茂
市
の
財
政
状
況

Ⅱ
．
歳
出
の
状
況
に
つ
い
て

Ⅱ
．
歳
出
の
状
況
に
つ
い
て

経
常
収
支
比
率

Ⅲ
．
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

Ⅲ
．
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

ま
と
め

ま
と
め

健
全
化
判
断
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

に
必
要
な
額
、
大
き
な
公
共
施
設
の
更

新
で
必
要
な
額
な
ど
あ
ら
か
じ
め
財
政

調
整
基
金
と
し
て
必
要
な
額
は
い
く
ら

か
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
財
政
健
全
化
推
進
計
画
で
の
目
標
額

３
億
円
（
令
和
４
年
度
末
ま
で
）
は
、

い
ざ
災
害
が
起
き
た
時
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
金
額
で
あ

り
、
大
き
な
公
共
施
設
の
更
新
の
た
め

に
必
要
な
金
額
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
財
政
調
整
基
金
３
億
円

は
最
低
限
の
額
と
言
え
ま
す
。

　
市
税
な
ど
市
が
自
由
に
使
い
方
を
決

め
ら
れ
る
収
入
の
う
ち
、
経
常
的
に
収

入
さ
れ
る
も
の
（
経
常
一
般
財
源
）
に

対
す
る
、
そ
の
自
治
体
が
経
常
的
に
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
（
経
常

経
費
）
の
割
合
を
示
し
ま
す
。
経
常
収

支
比
率
は
財
政
の
「
ゆ
と
り
」
を
表
す

も
の
で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
ゆ
と
り
が

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
加
茂
市
の
経
常
収

支
比
率
は
毎
年
高
く
、
自
由
に
使
え
る

お
金
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
加
茂
市
の
経
常
収
支
比
率
98
・
５
％

は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
年
間
１
０
０

万
円
収
入
が
あ
る
が
98
万
５
，
０
０
０

円
分
は
使
い
道
が
既
に
決
ま
っ
て
い

て
、
自
由
に
使
え
る
小
遣
い
が
１
万
５
，

０
０
０
円
し
か
な
い
状
態
で
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
は
、
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指

標
か
ら
構
成
さ
れ
、
国
の
基
準
（
判
定

ラ
イ
ン
）
と
し
て
、「
早
期
健
全
化
基
準
」

と
「
財
政
再
生
基
準
」
の
２
つ
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
健
全
化
基
準
は
「
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
」、
財
政
再
生
基
準
は
「
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
」
と
も
例
え
ら
れ
ま
す
。
健
全

化
判
断
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

に
な
っ
た
場
合
は
、
自
主
的
な
改
善
努

力
に
よ
る
財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
、

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　
加
茂
市
は
す
べ
て
の
指
標
が
基
準
以

下
で
健
全
な
状
況
で
す
。

　
借
入
金（
市
債
）の
返
済
額（
公
債
費
）

の
大
き
さ
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

の
過
去
３
年
間
の
平
均
値
で
す
。
下
水

道
事
業
な
ど
を
含
ん
だ
市
全
体
の
債
務

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
比
率
が
18
％
以
上
に
な

る
と
市
債
の
借
入
れ
に
つ
い
て
許
可
が

必
要
と
な
る
な
ど
、
市
債
に
制
限
を
設

け
る
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
加
茂
市
の
実
質
公
債
費
比
率
10
・
１

％
は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
年
間
１
０

０
万
円
収
入
が
あ
る
が
、
約
10
万
円
が

借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う

状
態
で
す
。

　
借
入
金
（
市
債
）
残
高
、
退
職
手
当

支
給
予
定
額
な
ど
現
在
抱
え
て
い
る
負

債
の
大
き
さ
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
の
こ
と
で
、
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
市
が
今
後
負
担
す
べ
き
将

来
に
わ
た
っ
て
の
負
担
額
に
つ
い
て
、

そ
の
市
の
財
政
規
模
と
比
較
し
た
と
き

過
大
か
ど
う
か
を
測
る
指
標
で
す
。

　
加
茂
市
の
将
来
負
担
比
率
１
２
３
・

０
％
は
、
家
計
に
例
え
る
と
年
間
１
０

０
万
円
収
入
が
あ
る
が
、
抱
え
て
い
る

借
金
の
総
額
が
１
２
３
万
円
だ
と
い
う

状
態
で
す
。

　次
の
ペ
ー
ジ
で
は
「
加
茂
市

の
財
政
状
況
の
特
徴
」
を
ま
と

め
ま
す
。

　
　
　
　
　←
←

令
和
元
年
度
決
算
・
加
茂
市
の
財
政
状
況

　
加
茂
市
の
財
政
状
況
の
特
徴
で
す
。

❶
単
年
度
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

　
て
い
な
い
。
長
い
間
、
収
入
だ
け
で

　
は
足
り
な
い
の
で
、
基
金
を
取
り
崩

　
し
て
き
た
。

❷
財
政
調
整
基
金
が
極
端
に
少
な
い
。

❸
経
常
収
支
比
率
が
高
く
、
自
由
に
使

　
え
る
お
金
が
少
な
い
。

❹
実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率

　
は
高
く
な
く
、
借
金
の
返
済
に
追
わ

　
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
他
市
で
は
、
剰
余
金
を
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
る
こ
と
を
条
例
で
定
め

て
い
た
り
、
ご
み
処
理
施
設
や
浄
水
場

な
ど
大
き
な
公
共
施
設
の
更
新
の
た
め

と
い
っ
た
目
的
を
持
ち
、
計
画
を
立
て

基
金
を
積
み
立
て
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
地
方
の
自
治
体
に
と
っ
て
、
財
政
に

余
裕
が
な
い
状
況
は
同
じ
で
あ
り
、
加

茂
市
だ
け
が
苦
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
工
夫

し
な
が
ら
各
自
治
体
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
将
来
に
備
え
基
金
を
積
み

立
て
て
お
り
、
大
い
に
参
考
に
で
き
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
加
茂
市
は
、
少
子
化
や

施
設
の
老
朽
化
と
い
っ
た
将
来
予
測
で

き
る
こ
と
に
対
し
て
備
え
て
こ
な
か
っ

た
た
め
、
行
財
政
健
全
化
へ
の
道
の
り

は
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

借
金
体
質
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
た
と

え
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
と
も
収
入
（
で
き

る
こ
と
な
ら
自
主
財
源
）
を
増
や
し
、

支
出
を
抑
え
る
こ
と
を
地
道
に
続
け
て

い
け
ば
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
改
善
さ

れ
て
い
く
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
決
算
か
ら
見
え
て
く

る
課
題
を
解
消
し
、
加
茂
市
が
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
行
い
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

づ
く
り
、
少
子
化
対
策
や
教
育
の
充
実

を
図
れ
る
よ
う
、
行
財
政
健
全
化
に
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
も
市
政
に
つ
い
て
よ

り
て
い
ね
い
な
説
明
を
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。

加茂市の財政を家計に例えると…加茂市の財政を家計に例えると…

・長い間、収入以上にお金を使ってきたので、親からもらった貯
金を使い果たしてしまった。

・飲食費、光熱水費、被服費、娯楽費など可能なところを節約し
ている。

・急に病気になり収入が減った時に困らないように、また将来必
要となる子供の学費のために貯金をしようとしている。

・住宅ローンや車のローンは少ないが、家と車がとても古いので
買い替えることができるかどうかが不安要素だ。

・しかし、必要以上に贅沢をしないで節約すれば貯金ができるよ
うになる。

加茂市 小千谷市区　　分 見附市 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

-

-

-

-

-

-

10. 1％

123. 0％

9. 1％ 8. 1％

63. 2％ 145. 9％

25. 0％

350. 0％

14. 06％

19. 06％

35. 0％

20. 00％

30. 00％

表イ　令和元年度健全化判断比率

基準なし
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今
月
は
、
令
和
元
年
度
決
算
と
加
茂

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。

　
10
月
6
日
に
令
和
２
年
加
茂
市
議
会

９
月
定
例
会
が
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
令
和
元
年
度
決
算
を
ご
審

議
、
認
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令

和
元
年
度
は
、
予
算
は
前
市
政
の
も
と

で
編
成
さ
れ
、
令
和
元
年
５
月
10
日
以

降
は
現
市
政
の
も
と
で
執
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
12
月
定
例
会

で
決
算
審
査
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
他
の
自
治
体
と
同
様

に
９
月
定
例
会
で
お
願
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
早
め
に
決

算
審
査
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ

り
、
今
年
度
（
令
和
２
年
度
）
の
予
算

執
行
や
来
年
度
（
令
和
３
年
度
）
の
予

算
編
成
時
に
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
で
は
、
こ
こ
で
決
算
で
確
定
し
た
各

数
字
か
ら
加
茂
市
の
財
政
状
況
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
な
規
模

の
市
と
比
べ
る
と
加
茂
市
の
実
態
が
よ

く
見
え
て
き
ま
す
の
で
、
小
千
谷
市
と

加
茂
市
長
　
藤
田
明
美

令
和
元
年
度
決
算
と

　 
加
茂
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

見
附
市
と
比
べ
て
み
ま
す
。小
千
谷
市
、

見
附
市
と
比
較
す
る
の
は
、
人
口
規
模

が
近
い
、市
町
村
合
併
を
し
て
い
な
い
、

と
い
う
２
点
か
ら
加
茂
市
と
条
件
が
似

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
以
下
、
主
な
財
政
指
標
や
財
政
調
整

基
金
の
大
ま
か
な
説
明
と
比
較
し
た
表

を
記
載
し
ま
す
。
ま
た
、
厳
密
な
表
現

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
計
の
例
え
で

お
お
よ
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
実
質
単
年
度
収
支
は
、
単
年
度
収
支

に
実
質
的
な
黒
字
要
素
（
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
立
額
や
市
債
の
繰
上
償
還

額
）
を
加
え
、
赤
字
要
素
（
財
政
調
整

基
金
の
取
崩
し
額
）
を
差
し
引
い
た
指

標
で
す

　
な
お
、
単
年
度
収
支
は
、
実
質
収
支

（
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
額
か

ら
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源

を
控
除
し
た
額
）
か
ら
、
そ
の
前
年
度

の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

　
実
質
単
年
度
収
支
が
赤
字
に
な
る

と
、
そ
の
年
度
の
収
入
だ
け
で
は
必
要

な
支
出
が
ま
か
な
い
き
れ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
加
茂

市
の
令
和
元
年
度
の
実
質
単
年
度
収
支

は
黒
字
で
す
が
、
他
の
基
金
を
取
り
崩

し
て
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
収
支
の
均
衡
が
取
れ
て
い
な
い

状
態
と
も
言
え
、
こ
の
状
態
が
長
年
続

い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
収
支
の
均
衡
が

取
れ
る
よ
う
行
財
政
健
全
化
を
進
め
て

い
ま
す
。

Ⅰ
．
財
政
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

Ⅰ
．
財
政
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

実
質
単
年
度
収
支

財
政
調
整
基
金

　
家
計
に
例
え
る
と
貯
金
の
よ
う
な
も

の
で
、
収
入
が
著
し
く
減
っ
た
時
や
、

一
時
的
な
支
出
が
必
要
に
な
っ
た
時
な

ど
に
取
り
崩
し
て
使
い
ま
す
。
災
害
時

の
よ
う
な
不
測
の
事
態
や
将
来
の
大
き

な
事
業
に
備
え
て
、
積
み
立
て
、
貯
め

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
は
多
け
れ

区　　　　分 加茂市 小千谷市 見附市

令和 2 年 1 月１日現在
住民基本台帳人口

財政調整基金残高

経常収支比率

26, 717人

1,351万円

98. 5％

35, 198人

30億3,415万円

81. 5％

40, 170人

8億9,773万円

98. 8％

表ア　令和元年度財政指標ば
多
い
ほ
ど
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
多
過
ぎ
る
と
そ
れ
だ
け
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
予
算
を
使
っ
て
こ
な
か
っ
た
と

も
言
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
災
害
時
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令
和
元
年
度
決
算
・
加
茂
市
の
財
政
状
況

Ⅱ
．
歳
出
の
状
況
に
つ
い
て

Ⅱ
．
歳
出
の
状
況
に
つ
い
て

経
常
収
支
比
率

Ⅲ
．
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

Ⅲ
．
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

ま
と
め

ま
と
め

健
全
化
判
断
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

に
必
要
な
額
、
大
き
な
公
共
施
設
の
更

新
で
必
要
な
額
な
ど
あ
ら
か
じ
め
財
政

調
整
基
金
と
し
て
必
要
な
額
は
い
く
ら

か
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
財
政
健
全
化
推
進
計
画
で
の
目
標
額

３
億
円
（
令
和
４
年
度
末
ま
で
）
は
、

い
ざ
災
害
が
起
き
た
時
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
金
額
で
あ

り
、
大
き
な
公
共
施
設
の
更
新
の
た
め

に
必
要
な
金
額
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
財
政
調
整
基
金
３
億
円

は
最
低
限
の
額
と
言
え
ま
す
。

　
市
税
な
ど
市
が
自
由
に
使
い
方
を
決

め
ら
れ
る
収
入
の
う
ち
、
経
常
的
に
収

入
さ
れ
る
も
の
（
経
常
一
般
財
源
）
に

対
す
る
、
そ
の
自
治
体
が
経
常
的
に
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
（
経
常

経
費
）
の
割
合
を
示
し
ま
す
。
経
常
収

支
比
率
は
財
政
の
「
ゆ
と
り
」
を
表
す

も
の
で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
ゆ
と
り
が

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
加
茂
市
の
経
常
収

支
比
率
は
毎
年
高
く
、
自
由
に
使
え
る

お
金
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
加
茂
市
の
経
常
収
支
比
率
98
・
５
％

は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
年
間
１
０
０

万
円
収
入
が
あ
る
が
98
万
５
，
０
０
０

円
分
は
使
い
道
が
既
に
決
ま
っ
て
い

て
、
自
由
に
使
え
る
小
遣
い
が
１
万
５
，

０
０
０
円
し
か
な
い
状
態
で
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
は
、
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指

標
か
ら
構
成
さ
れ
、
国
の
基
準
（
判
定

ラ
イ
ン
）
と
し
て
、「
早
期
健
全
化
基
準
」

と
「
財
政
再
生
基
準
」
の
２
つ
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
健
全
化
基
準
は
「
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
」、
財
政
再
生
基
準
は
「
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
」
と
も
例
え
ら
れ
ま
す
。
健
全

化
判
断
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

に
な
っ
た
場
合
は
、
自
主
的
な
改
善
努

力
に
よ
る
財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
、

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　
加
茂
市
は
す
べ
て
の
指
標
が
基
準
以

下
で
健
全
な
状
況
で
す
。

　
借
入
金（
市
債
）の
返
済
額（
公
債
費
）

の
大
き
さ
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

の
過
去
３
年
間
の
平
均
値
で
す
。
下
水

道
事
業
な
ど
を
含
ん
だ
市
全
体
の
債
務

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
比
率
が
18
％
以
上
に
な

る
と
市
債
の
借
入
れ
に
つ
い
て
許
可
が

必
要
と
な
る
な
ど
、
市
債
に
制
限
を
設

け
る
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
加
茂
市
の
実
質
公
債
費
比
率
10
・
１

％
は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
年
間
１
０

０
万
円
収
入
が
あ
る
が
、
約
10
万
円
が

借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う

状
態
で
す
。

　
借
入
金
（
市
債
）
残
高
、
退
職
手
当

支
給
予
定
額
な
ど
現
在
抱
え
て
い
る
負

債
の
大
き
さ
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
の
こ
と
で
、
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
市
が
今
後
負
担
す
べ
き
将

来
に
わ
た
っ
て
の
負
担
額
に
つ
い
て
、

そ
の
市
の
財
政
規
模
と
比
較
し
た
と
き

過
大
か
ど
う
か
を
測
る
指
標
で
す
。

　
加
茂
市
の
将
来
負
担
比
率
１
２
３
・

０
％
は
、
家
計
に
例
え
る
と
年
間
１
０

０
万
円
収
入
が
あ
る
が
、
抱
え
て
い
る

借
金
の
総
額
が
１
２
３
万
円
だ
と
い
う

状
態
で
す
。

　次
の
ペ
ー
ジ
で
は
「
加
茂
市

の
財
政
状
況
の
特
徴
」
を
ま
と

め
ま
す
。

　
　
　
　
　←
←

令
和
元
年
度
決
算
・
加
茂
市
の
財
政
状
況

　
加
茂
市
の
財
政
状
況
の
特
徴
で
す
。

❶
単
年
度
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

　
て
い
な
い
。
長
い
間
、
収
入
だ
け
で

　
は
足
り
な
い
の
で
、
基
金
を
取
り
崩

　
し
て
き
た
。

❷
財
政
調
整
基
金
が
極
端
に
少
な
い
。

❸
経
常
収
支
比
率
が
高
く
、
自
由
に
使

　
え
る
お
金
が
少
な
い
。

❹
実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率

　
は
高
く
な
く
、
借
金
の
返
済
に
追
わ

　
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
他
市
で
は
、
剰
余
金
を
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
る
こ
と
を
条
例
で
定
め

て
い
た
り
、
ご
み
処
理
施
設
や
浄
水
場

な
ど
大
き
な
公
共
施
設
の
更
新
の
た
め

と
い
っ
た
目
的
を
持
ち
、
計
画
を
立
て

基
金
を
積
み
立
て
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
地
方
の
自
治
体
に
と
っ
て
、
財
政
に

余
裕
が
な
い
状
況
は
同
じ
で
あ
り
、
加

茂
市
だ
け
が
苦
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
工
夫

し
な
が
ら
各
自
治
体
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
将
来
に
備
え
基
金
を
積
み

立
て
て
お
り
、
大
い
に
参
考
に
で
き
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
加
茂
市
は
、
少
子
化
や

施
設
の
老
朽
化
と
い
っ
た
将
来
予
測
で

き
る
こ
と
に
対
し
て
備
え
て
こ
な
か
っ

た
た
め
、
行
財
政
健
全
化
へ
の
道
の
り

は
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

借
金
体
質
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
た
と

え
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
と
も
収
入
（
で
き

る
こ
と
な
ら
自
主
財
源
）
を
増
や
し
、

支
出
を
抑
え
る
こ
と
を
地
道
に
続
け
て

い
け
ば
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
改
善
さ

れ
て
い
く
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
決
算
か
ら
見
え
て
く

る
課
題
を
解
消
し
、
加
茂
市
が
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
行
い
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

づ
く
り
、
少
子
化
対
策
や
教
育
の
充
実

を
図
れ
る
よ
う
、
行
財
政
健
全
化
に
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
も
市
政
に
つ
い
て
よ

り
て
い
ね
い
な
説
明
を
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。

加茂市の財政を家計に例えると…加茂市の財政を家計に例えると…

・長い間、収入以上にお金を使ってきたので、親からもらった貯
金を使い果たしてしまった。

・飲食費、光熱水費、被服費、娯楽費など可能なところを節約し
ている。

・急に病気になり収入が減った時に困らないように、また将来必
要となる子供の学費のために貯金をしようとしている。

・住宅ローンや車のローンは少ないが、家と車がとても古いので
買い替えることができるかどうかが不安要素だ。

・しかし、必要以上に贅沢をしないで節約すれば貯金ができるよ
うになる。

加茂市 小千谷市区　　分 見附市 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

-

-

-

-

-

-

10. 1％

123. 0％

9. 1％ 8. 1％

63. 2％ 145. 9％

25. 0％

350. 0％

14. 06％

19. 06％

35. 0％

20. 00％

30. 00％

表イ　令和元年度健全化判断比率

基準なし
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今
月
は
、
令
和
元
年
度
決
算
と
加
茂

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。

　
10
月
6
日
に
令
和
２
年
加
茂
市
議
会

９
月
定
例
会
が
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
令
和
元
年
度
決
算
を
ご
審

議
、
認
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令

和
元
年
度
は
、
予
算
は
前
市
政
の
も
と

で
編
成
さ
れ
、
令
和
元
年
５
月
10
日
以

降
は
現
市
政
の
も
と
で
執
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
12
月
定
例
会

で
決
算
審
査
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
他
の
自
治
体
と
同
様

に
９
月
定
例
会
で
お
願
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
早
め
に
決

算
審
査
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ

り
、
今
年
度
（
令
和
２
年
度
）
の
予
算

執
行
や
来
年
度
（
令
和
３
年
度
）
の
予

算
編
成
時
に
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
で
は
、
こ
こ
で
決
算
で
確
定
し
た
各

数
字
か
ら
加
茂
市
の
財
政
状
況
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
な
規
模

の
市
と
比
べ
る
と
加
茂
市
の
実
態
が
よ

く
見
え
て
き
ま
す
の
で
、
小
千
谷
市
と

加
茂
市
長
　
藤
田
明
美

令
和
元
年
度
決
算
と

　 

加
茂
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

見
附
市
と
比
べ
て
み
ま
す
。小
千
谷
市
、

見
附
市
と
比
較
す
る
の
は
、
人
口
規
模

が
近
い
、市
町
村
合
併
を
し
て
い
な
い
、

と
い
う
２
点
か
ら
加
茂
市
と
条
件
が
似

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
以
下
、
主
な
財
政
指
標
や
財
政
調
整

基
金
の
大
ま
か
な
説
明
と
比
較
し
た
表

を
記
載
し
ま
す
。
ま
た
、
厳
密
な
表
現

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
計
の
例
え
で

お
お
よ
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
実
質
単
年
度
収
支
は
、
単
年
度
収
支

に
実
質
的
な
黒
字
要
素
（
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
立
額
や
市
債
の
繰
上
償
還

額
）
を
加
え
、
赤
字
要
素
（
財
政
調
整

基
金
の
取
崩
し
額
）
を
差
し
引
い
た
指

標
で
す

　
な
お
、
単
年
度
収
支
は
、
実
質
収
支

（
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
額
か

ら
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源

を
控
除
し
た
額
）
か
ら
、
そ
の
前
年
度

の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

　
実
質
単
年
度
収
支
が
赤
字
に
な
る

と
、
そ
の
年
度
の
収
入
だ
け
で
は
必
要

な
支
出
が
ま
か
な
い
き
れ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
加
茂

市
の
令
和
元
年
度
の
実
質
単
年
度
収
支

は
黒
字
で
す
が
、
他
の
基
金
を
取
り
崩

し
て
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
収
支
の
均
衡
が
取
れ
て
い
な
い

状
態
と
も
言
え
、
こ
の
状
態
が
長
年
続

い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
収
支
の
均
衡
が

取
れ
る
よ
う
行
財
政
健
全
化
を
進
め
て

い
ま
す
。

Ⅰ
．
財
政
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

Ⅰ
．
財
政
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

実
質
単
年
度
収
支

財
政
調
整
基
金

　
家
計
に
例
え
る
と
貯
金
の
よ
う
な
も

の
で
、
収
入
が
著
し
く
減
っ
た
時
や
、

一
時
的
な
支
出
が
必
要
に
な
っ
た
時
な

ど
に
取
り
崩
し
て
使
い
ま
す
。
災
害
時

の
よ
う
な
不
測
の
事
態
や
将
来
の
大
き

な
事
業
に
備
え
て
、
積
み
立
て
、
貯
め

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
は
多
け
れ

区　　　　分 加茂市 小千谷市 見附市

令和 2 年 1 月１日現在
住民基本台帳人口

財政調整基金残高

経常収支比率

26, 717人

1,351万円

98. 5％

35, 198人

30億3,415万円

81. 5％

40, 170人

8億9,773万円

98. 8％

表ア　令和元年度財政指標ば
多
い
ほ
ど
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
多
過
ぎ
る
と
そ
れ
だ
け
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
予
算
を
使
っ
て
こ
な
か
っ
た
と

も
言
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
災
害
時
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令
和
元
年
度
決
算
・
加
茂
市
の
財
政
状
況

Ⅱ
．
歳
出
の
状
況
に
つ
い
て

Ⅱ
．
歳
出
の
状
況
に
つ
い
て

経
常
収
支
比
率

Ⅲ
．
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

Ⅲ
．
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

ま
と
め

ま
と
め

健
全
化
判
断
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

に
必
要
な
額
、
大
き
な
公
共
施
設
の
更

新
で
必
要
な
額
な
ど
あ
ら
か
じ
め
財
政

調
整
基
金
と
し
て
必
要
な
額
は
い
く
ら

か
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
財
政
健
全
化
推
進
計
画
で
の
目
標
額

３
億
円
（
令
和
４
年
度
末
ま
で
）
は
、

い
ざ
災
害
が
起
き
た
時
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
金
額
で
あ

り
、
大
き
な
公
共
施
設
の
更
新
の
た
め

に
必
要
な
金
額
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
財
政
調
整
基
金
３
億
円

は
最
低
限
の
額
と
言
え
ま
す
。

　
市
税
な
ど
市
が
自
由
に
使
い
方
を
決

め
ら
れ
る
収
入
の
う
ち
、
経
常
的
に
収

入
さ
れ
る
も
の
（
経
常
一
般
財
源
）
に

対
す
る
、
そ
の
自
治
体
が
経
常
的
に
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
（
経
常

経
費
）
の
割
合
を
示
し
ま
す
。
経
常
収

支
比
率
は
財
政
の
「
ゆ
と
り
」
を
表
す

も
の
で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
ゆ
と
り
が

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
加
茂
市
の
経
常
収

支
比
率
は
毎
年
高
く
、
自
由
に
使
え
る

お
金
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
加
茂
市
の
経
常
収
支
比
率
98
・
５
％

は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
年
間
１
０
０

万
円
収
入
が
あ
る
が
98
万
５
，
０
０
０

円
分
は
使
い
道
が
既
に
決
ま
っ
て
い

て
、
自
由
に
使
え
る
小
遣
い
が
１
万
５
，

０
０
０
円
し
か
な
い
状
態
で
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
は
、
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指

標
か
ら
構
成
さ
れ
、
国
の
基
準
（
判
定

ラ
イ
ン
）
と
し
て
、「
早
期
健
全
化
基
準
」

と
「
財
政
再
生
基
準
」
の
２
つ
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
健
全
化
基
準
は
「
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
」、
財
政
再
生
基
準
は
「
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
」
と
も
例
え
ら
れ
ま
す
。
健
全

化
判
断
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

に
な
っ
た
場
合
は
、
自
主
的
な
改
善
努

力
に
よ
る
財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
、

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　
加
茂
市
は
す
べ
て
の
指
標
が
基
準
以

下
で
健
全
な
状
況
で
す
。

　
借
入
金（
市
債
）の
返
済
額（
公
債
費
）

の
大
き
さ
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

の
過
去
３
年
間
の
平
均
値
で
す
。
下
水

道
事
業
な
ど
を
含
ん
だ
市
全
体
の
債
務

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
比
率
が
18
％
以
上
に
な

る
と
市
債
の
借
入
れ
に
つ
い
て
許
可
が

必
要
と
な
る
な
ど
、
市
債
に
制
限
を
設

け
る
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
加
茂
市
の
実
質
公
債
費
比
率
10
・
１

％
は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
年
間
１
０

０
万
円
収
入
が
あ
る
が
、
約
10
万
円
が

借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う

状
態
で
す
。

　
借
入
金
（
市
債
）
残
高
、
退
職
手
当

支
給
予
定
額
な
ど
現
在
抱
え
て
い
る
負

債
の
大
き
さ
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
の
こ
と
で
、
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
市
が
今
後
負
担
す
べ
き
将

来
に
わ
た
っ
て
の
負
担
額
に
つ
い
て
、

そ
の
市
の
財
政
規
模
と
比
較
し
た
と
き

過
大
か
ど
う
か
を
測
る
指
標
で
す
。

　
加
茂
市
の
将
来
負
担
比
率
１
２
３
・

０
％
は
、
家
計
に
例
え
る
と
年
間
１
０

０
万
円
収
入
が
あ
る
が
、
抱
え
て
い
る

借
金
の
総
額
が
１
２
３
万
円
だ
と
い
う

状
態
で
す
。

　次
の
ペ
ー
ジ
で
は
「
加
茂
市

の
財
政
状
況
の
特
徴
」
を
ま
と

め
ま
す
。

　
　
　
　
　←
←

令
和
元
年
度
決
算
・
加
茂
市
の
財
政
状
況

　
加
茂
市
の
財
政
状
況
の
特
徴
で
す
。

❶
単
年
度
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

　
て
い
な
い
。
長
い
間
、
収
入
だ
け
で

　
は
足
り
な
い
の
で
、
基
金
を
取
り
崩

　
し
て
き
た
。

❷
財
政
調
整
基
金
が
極
端
に
少
な
い
。

❸
経
常
収
支
比
率
が
高
く
、
自
由
に
使

　
え
る
お
金
が
少
な
い
。

❹
実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率

　
は
高
く
な
く
、
借
金
の
返
済
に
追
わ

　
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
他
市
で
は
、
剰
余
金
を
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
る
こ
と
を
条
例
で
定
め

て
い
た
り
、
ご
み
処
理
施
設
や
浄
水
場

な
ど
大
き
な
公
共
施
設
の
更
新
の
た
め

と
い
っ
た
目
的
を
持
ち
、
計
画
を
立
て

基
金
を
積
み
立
て
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
地
方
の
自
治
体
に
と
っ
て
、
財
政
に

余
裕
が
な
い
状
況
は
同
じ
で
あ
り
、
加

茂
市
だ
け
が
苦
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
工
夫

し
な
が
ら
各
自
治
体
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
将
来
に
備
え
基
金
を
積
み

立
て
て
お
り
、
大
い
に
参
考
に
で
き
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
加
茂
市
は
、
少
子
化
や

施
設
の
老
朽
化
と
い
っ
た
将
来
予
測
で

き
る
こ
と
に
対
し
て
備
え
て
こ
な
か
っ

た
た
め
、
行
財
政
健
全
化
へ
の
道
の
り

は
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

借
金
体
質
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
た
と

え
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
と
も
収
入
（
で
き

る
こ
と
な
ら
自
主
財
源
）
を
増
や
し
、

支
出
を
抑
え
る
こ
と
を
地
道
に
続
け
て

い
け
ば
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
改
善
さ

れ
て
い
く
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
決
算
か
ら
見
え
て
く

る
課
題
を
解
消
し
、
加
茂
市
が
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
行
い
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

づ
く
り
、
少
子
化
対
策
や
教
育
の
充
実

を
図
れ
る
よ
う
、
行
財
政
健
全
化
に
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
も
市
政
に
つ
い
て
よ

り
て
い
ね
い
な
説
明
を
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。

加茂市の財政を家計に例えると…加茂市の財政を家計に例えると…

・長い間、収入以上にお金を使ってきたので、親からもらった貯
金を使い果たしてしまった。

・飲食費、光熱水費、被服費、娯楽費など可能なところを節約し
ている。

・急に病気になり収入が減った時に困らないように、また将来必
要となる子供の学費のために貯金をしようとしている。

・住宅ローンや車のローンは少ないが、家と車がとても古いので
買い替えることができるかどうかが不安要素だ。

・しかし、必要以上に贅沢をしないで節約すれば貯金ができるよ
うになる。

加茂市 小千谷市区　　分 見附市 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

-

-

-

-

-

-

10. 1％

123. 0％

9. 1％ 8. 1％

63. 2％ 145. 9％

25. 0％

350. 0％

14. 06％

19. 06％

35. 0％

20. 00％

30. 00％

表イ　令和元年度健全化判断比率

基準なし
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令
和
元
年
度
決
算
・
加
茂
市
の
財
政
状
況

Ⅱ
．
歳
出
の
状
況
に
つ
い
て

Ⅱ
．
歳
出
の
状
況
に
つ
い
て

経
常
収
支
比
率

Ⅲ
．
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

Ⅲ
．
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

ま
と
め

ま
と
め

健
全
化
判
断
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

に
必
要
な
額
、
大
き
な
公
共
施
設
の
更

新
で
必
要
な
額
な
ど
あ
ら
か
じ
め
財
政

調
整
基
金
と
し
て
必
要
な
額
は
い
く
ら

か
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
財
政
健
全
化
推
進
計
画
で
の
目
標
額

３
億
円
（
令
和
４
年
度
末
ま
で
）
は
、

い
ざ
災
害
が
起
き
た
時
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
金
額
で
あ

り
、
大
き
な
公
共
施
設
の
更
新
の
た
め

に
必
要
な
金
額
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
財
政
調
整
基
金
３
億
円

は
最
低
限
の
額
と
言
え
ま
す
。

　
市
税
な
ど
市
が
自
由
に
使
い
方
を
決

め
ら
れ
る
収
入
の
う
ち
、
経
常
的
に
収

入
さ
れ
る
も
の
（
経
常
一
般
財
源
）
に

対
す
る
、
そ
の
自
治
体
が
経
常
的
に
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
（
経
常

経
費
）
の
割
合
を
示
し
ま
す
。
経
常
収

支
比
率
は
財
政
の
「
ゆ
と
り
」
を
表
す

も
の
で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
ゆ
と
り
が

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
加
茂
市
の
経
常
収

支
比
率
は
毎
年
高
く
、
自
由
に
使
え
る

お
金
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
加
茂
市
の
経
常
収
支
比
率
98
・
５
％

は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
年
間
１
０
０

万
円
収
入
が
あ
る
が
98
万
５
，
０
０
０

円
分
は
使
い
道
が
既
に
決
ま
っ
て
い

て
、
自
由
に
使
え
る
小
遣
い
が
１
万
５
，

０
０
０
円
し
か
な
い
状
態
で
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
は
、
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指

標
か
ら
構
成
さ
れ
、
国
の
基
準
（
判
定

ラ
イ
ン
）
と
し
て
、「
早
期
健
全
化
基
準
」

と
「
財
政
再
生
基
準
」
の
２
つ
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
健
全
化
基
準
は
「
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
」、
財
政
再
生
基
準
は
「
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
」
と
も
例
え
ら
れ
ま
す
。
健
全

化
判
断
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

に
な
っ
た
場
合
は
、
自
主
的
な
改
善
努

力
に
よ
る
財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
、

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　
加
茂
市
は
す
べ
て
の
指
標
が
基
準
以

下
で
健
全
な
状
況
で
す
。

　
借
入
金（
市
債
）の
返
済
額（
公
債
費
）

の
大
き
さ
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

の
過
去
３
年
間
の
平
均
値
で
す
。
下
水

道
事
業
な
ど
を
含
ん
だ
市
全
体
の
債
務

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
比
率
が
18
％
以
上
に
な

る
と
市
債
の
借
入
れ
に
つ
い
て
許
可
が

必
要
と
な
る
な
ど
、
市
債
に
制
限
を
設

け
る
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
加
茂
市
の
実
質
公
債
費
比
率
10
・
１

％
は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
年
間
１
０

０
万
円
収
入
が
あ
る
が
、
約
10
万
円
が

借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う

状
態
で
す
。

　
借
入
金
（
市
債
）
残
高
、
退
職
手
当

支
給
予
定
額
な
ど
現
在
抱
え
て
い
る
負

債
の
大
き
さ
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
の
こ
と
で
、
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
市
が
今
後
負
担
す
べ
き
将

来
に
わ
た
っ
て
の
負
担
額
に
つ
い
て
、

そ
の
市
の
財
政
規
模
と
比
較
し
た
と
き

過
大
か
ど
う
か
を
測
る
指
標
で
す
。

　
加
茂
市
の
将
来
負
担
比
率
１
２
３
・

０
％
は
、
家
計
に
例
え
る
と
年
間
１
０

０
万
円
収
入
が
あ
る
が
、
抱
え
て
い
る

借
金
の
総
額
が
１
２
３
万
円
だ
と
い
う

状
態
で
す
。

　次
の
ペ
ー
ジ
で
は
「
加
茂
市

の
財
政
状
況
の
特
徴
」
を
ま
と

め
ま
す
。

　
　
　
　
　←
←

令
和
元
年
度
決
算
・
加
茂
市
の
財
政
状
況

　
加
茂
市
の
財
政
状
況
の
特
徴
で
す
。

❶
単
年
度
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

　
て
い
な
い
。
長
い
間
、
収
入
だ
け
で

　
は
足
り
な
い
の
で
、
基
金
を
取
り
崩

　
し
て
き
た
。

❷
財
政
調
整
基
金
が
極
端
に
少
な
い
。

❸
経
常
収
支
比
率
が
高
く
、
自
由
に
使

　
え
る
お
金
が
少
な
い
。

❹
実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率

　
は
高
く
な
く
、
借
金
の
返
済
に
追
わ

　
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
他
市
で
は
、
剰
余
金
を
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
る
こ
と
を
条
例
で
定
め

て
い
た
り
、
ご
み
処
理
施
設
や
浄
水
場

な
ど
大
き
な
公
共
施
設
の
更
新
の
た
め

と
い
っ
た
目
的
を
持
ち
、
計
画
を
立
て

基
金
を
積
み
立
て
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
地
方
の
自
治
体
に
と
っ
て
、
財
政
に

余
裕
が
な
い
状
況
は
同
じ
で
あ
り
、
加

茂
市
だ
け
が
苦
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
工
夫

し
な
が
ら
各
自
治
体
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
将
来
に
備
え
基
金
を
積
み

立
て
て
お
り
、
大
い
に
参
考
に
で
き
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
加
茂
市
は
、
少
子
化
や

施
設
の
老
朽
化
と
い
っ
た
将
来
予
測
で

き
る
こ
と
に
対
し
て
備
え
て
こ
な
か
っ

た
た
め
、
行
財
政
健
全
化
へ
の
道
の
り

は
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

借
金
体
質
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
た
と

え
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
と
も
収
入
（
で
き

る
こ
と
な
ら
自
主
財
源
）
を
増
や
し
、

支
出
を
抑
え
る
こ
と
を
地
道
に
続
け
て

い
け
ば
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
改
善
さ

れ
て
い
く
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
決
算
か
ら
見
え
て
く

る
課
題
を
解
消
し
、
加
茂
市
が
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
行
い
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

づ
く
り
、
少
子
化
対
策
や
教
育
の
充
実

を
図
れ
る
よ
う
、
行
財
政
健
全
化
に
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
も
市
政
に
つ
い
て
よ

り
て
い
ね
い
な
説
明
を
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。

加茂市の財政を家計に例えると…加茂市の財政を家計に例えると…

・長い間、収入以上にお金を使ってきたので、親からもらった貯
金を使い果たしてしまった。

・飲食費、光熱水費、被服費、娯楽費など可能なところを節約し
ている。

・急に病気になり収入が減った時に困らないように、また将来必
要となる子供の学費のために貯金をしようとしている。

・住宅ローンや車のローンは少ないが、家と車がとても古いので
買い替えることができるかどうかが不安要素だ。

・しかし、必要以上に贅沢をしないで節約すれば貯金ができるよ
うになる。

加茂市 小千谷市区　　分 見附市 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

-

-

-

-

-

-

10. 1％

123. 0％

9. 1％ 8. 1％

63. 2％ 145. 9％

25. 0％

350. 0％

14. 06％

19. 06％

35. 0％

20. 00％

30. 00％

表イ　令和元年度健全化判断比率

基準なし
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令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
の
加
茂
市

職
員
採
用
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

第
１
次
試
験

加
茂
市
職
員

▼
一
般
事
務
職…

教
養
試
験
、
適
性
試

験
、
作
文
試
験

▼
土
木
技
術
職…

教
養
試
験
、
専
門
試

験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験

試
験
日

11
月
29
日
（
日
）

　
加
茂
美
人
の
湯
を
効
果
的
に
運
営
す

る
た
め
、
運
営
事
業
者
を
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
再
募
集
し
ま
す
。

４
月
採
用
市
職
員

（
高
校
卒
業
程
度
）
を
募
集

加
茂
美
人
の
湯

運
営
事
業
者
再
募
集

市
職
募
集
（
高
卒
）
・
東
京
交
響
楽
団 会

　
場
　
市
役
所

第
２
次
試
験
　
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
し
、
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

11
月
11
日
（
水
）
ま
で

※

受
付
は
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
事

係
（
☎
内
線
333
）

※

受
験
申
し
込
み
は
１
試
験
職
種
に
限

り
ま
す
。
な
お
、
新
型
感
染
症
の
影
響

で
、
試
験
日
時
の
延
期
等
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
変
更
す
る
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
の
で
、
随
時
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

12
月
に
行
う
東
京
交
響
楽
団
演
奏
会

加
茂
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
10
月
18
日

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　
第
一
部
で
は
今
年
生
誕
250
年
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
「
田
園
」
を
東

京
交
響
楽
団
が
演
奏

し
ま
す
。

　
第
二
部
で
は
加
茂

市
出
身
の
ソ
リ
ス
ト

芳
賀
惠
さ
ん
、
押
見

朋
子
さ
ん
、
三
浦
克

次
さ
ん
が
歌
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、

１
９
６
４
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
入
場
行
進
曲
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」
作
曲
者
古
関
裕

而
の
音
楽
を
特
集
し
ま
す
。

演
奏
会
日
時

12
月
12
日
（
土
）
午
後

２
時
15
分
開
場
、
３
時
開
演

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
　
目
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第

６
番
「
田
園
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
歌
劇

　
現
施
設
の
設
置
目
的
を
活
か
し
つ

つ
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
め
て

参
加
希
望
事
業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
応
募
要
領
な
ど
を
確
認
の
う

え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

10
月
30
日
（
金
）
午
後
５
時

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務
所

（
☎
内
線
170
）

　
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
で
使
え
る
タ
ク

シ
ー
ク
ー
ポ
ン
（
630
円×

４
枚
）
の

有
効
期
限
は
10
月
31
日
（
土
）
で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

131
）

※

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
は
選
考
の
際
考
慮
し
ま
す
。

区
　
分

高
校
卒
業

程
度

一
般
事
務
職

土
木
技
術
職

若
干
名

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

受
　
験
　
資
　
格

試
験
職
種

採
用
予
定

人
　
　
数

東京交響楽団
　演奏会加茂公演

「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
よ
り
「
カ

タ
ロ
グ
の
歌
」、
ヘ
ン
デ
ル
「
ラ
ー
ル

ゴ
」、
バ
ッ
ハ
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
よ

り
「
憐
み
給
え
、
わ
が
神
よ
！
」、
古

関
裕
而
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ー

行
進
曲
」
な
ど

チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
指
定
）

一
　
般
　
３
千
500
円
、
学
　
生
　
千
500
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

、
文
化
会
館

そ
の
他
　
車
い
す
席
は
文
化
会
館
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
就
学
児
の

入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
演
奏
会
は
競
輪
の
補
助
を
受
け
て
特

別
料
金
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
（
☎
53

－

０

８
４
２
）

タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン

ご
利
用
は
31
日
ま
で

三浦克次 押見朋子 芳賀　惠

熊
に
よ
る
人
身
被
害
を
防
ぐ

　
今
年
は
熊
の
エ
サ
と
な
る
ブ
ナ
が
不

作
で
、
県
内
で
は
人
身
被
害
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
「
熊
の
エ
サ
と
な
る
生

ゴ
ミ
や
不
要
の
農
作
物
・
果
実
は
屋

外
に
放
置
し
な
い
」「
熊
の
出
没
が
確

認
さ
れ
る
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
」「
山

に
入
る
と
き
は
複
数
で
行
動
」「
鈴
、

ラ
ジ
オ
等
音
の
出
る
も
の
を
携
行
」
な

ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
来
、
熊
は
臆
病
な
動
物
で
す
。
熊

に
気
づ
い
た
場
合
は
落
ち
着
い
て
背
を

向
け
ず
に
静
か
に
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
加
茂
市
ク
マ
対
策
本
部
担
当

課
（
農
林
課
☎
内
線
413
）、
緊
急
の
場

合
は
加
茂
警
察
署（
☎
52

－

０
１
１
０
）

※

市
役
所
や
各
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
「
熊

除
け
の
鈴
（
ベ
ル
型
）」
を
１
個
400
円

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

10
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
　
場
　
田
上
町
交
流
会
館
（
田
上
町

大
字
原
ケ
崎
新
田
）

内
　
容
　
持
続
化
給
付
金
、
家
賃
支
援

給
付
金
、
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、

農
地
転
用
、
法
人
設
立
、
外
国
人
出
入

国
お
よ
び
在
留
資
格
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
県
行
政
書
士
会
三
条
支

部
高
橋
さ
ん
（
☎
090

－

９
４
２
３

－

５

７
２
４
）

　
市
内
に
工
場
等
を
新
設
、
増
設
ま
た

は
移
設
を
し
た
企
業
（
個
人
を
含
む
）

に
対
し
て
次
の
よ
う
な
奨
励
金
交
付
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
企
業
に
は
企
業
設
置
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
11
月
６
日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
企
業
　
令
和
元
年
中
に
市
内
に
工

場
等
（
工
場
・
事
務
所
・
倉
庫
等
、
財

貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
、
提
供
を

行
う
施
設
）、
事
業
所
（
物
の
販
売
を

行
う
施
設
）
を
新
設
、
増
設
ま
た
は
移

設
し
、
下
表
条
件
に
該
当
す
る
企
業
。

奨
励
金
の
交
付
　
当
該
施
設
に
課
税
さ

れ
た
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
合
計
額
を
３
年
間
交
付
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
産

業
企
画
係
（
☎
内
線
132
）

第45回市民音楽祭 入場料無料

日　時 11 月１日（日）
第一部　午前 10時開場、10時 30分開演
バレエ、ヒップホップダンス、フラダンスほか
第二部　午後１時開演
合唱、ピアノ、器楽、吹奏楽ほか

高校生平和大使の報告と
　　　　　折り鶴コンサート

日　時 11 月８日（日）午後２時 30 分開演
第一部　高校生平和大使の活動報告
第二部　折り鶴コンサート
参加費　1,000 円（高校生以下無料）
問い合わせ　加藤さん（☎090－9747－6353）

行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
会

☎53－0842

熊
に
よ
る

人
身
被
害
を
防
ぐ

企
業
設
置
奨
励
金

　
対
象
企
業
は
指
定
申
請
を

　
加
茂
農
林
高
校
で
は
10
月
30
日

（
金
）
に
青
海
祭
（
文
化
祭
）
を
開
催

し
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
感
染
症
予

防
の
た
め
、
外
部
の
人
の
入
場
を
お
断

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

農
産
物
販
売
も
中
止
し
ま
す
。
青
海
祭

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
農
林
高
校
（
☎
52

－

３
１
１
５
）

農
林
高
校
「
青
海
祭
」

　
　
　
　
外
部
の
人
は
制
限

※表中の投下固定資本総額とは、施設設置に要
した費用で、地方税法に規定する固定資産税台
帳に登録された課税標準額。

対象条件

18日から発売

（http
://7ticket.jp

/

）
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令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
の
加
茂
市

職
員
採
用
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

第
１
次
試
験

加
茂
市
職
員

▼
一
般
事
務
職…

教
養
試
験
、
適
性
試

験
、
作
文
試
験

▼
土
木
技
術
職…

教
養
試
験
、
専
門
試

験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験

試
験
日

11
月
29
日
（
日
）

　
加
茂
美
人
の
湯
を
効
果
的
に
運
営
す

る
た
め
、
運
営
事
業
者
を
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
再
募
集
し
ま
す
。

４
月
採
用
市
職
員

（
高
校
卒
業
程
度
）
を
募
集

加
茂
美
人
の
湯

運
営
事
業
者
再
募
集

市
職
募
集
（
高
卒
）
・
東
京
交
響
楽
団 会

　
場
　
市
役
所

第
２
次
試
験
　
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
し
、
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

11
月
11
日
（
水
）
ま
で

※

受
付
は
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
事

係
（
☎
内
線
333
）

※

受
験
申
し
込
み
は
１
試
験
職
種
に
限

り
ま
す
。
な
お
、
新
型
感
染
症
の
影
響

で
、
試
験
日
時
の
延
期
等
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
変
更
す
る
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
の
で
、
随
時
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

12
月
に
行
う
東
京
交
響
楽
団
演
奏
会

加
茂
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
10
月
18
日

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　
第
一
部
で
は
今
年
生
誕
250
年
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
「
田
園
」
を
東

京
交
響
楽
団
が
演
奏

し
ま
す
。

　
第
二
部
で
は
加
茂

市
出
身
の
ソ
リ
ス
ト

芳
賀
惠
さ
ん
、
押
見

朋
子
さ
ん
、
三
浦
克

次
さ
ん
が
歌
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、

１
９
６
４
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
入
場
行
進
曲
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」
作
曲
者
古
関
裕

而
の
音
楽
を
特
集
し
ま
す
。

演
奏
会
日
時

12
月
12
日
（
土
）
午
後

２
時
15
分
開
場
、
３
時
開
演

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
　
目
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第

６
番
「
田
園
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
歌
劇

　
現
施
設
の
設
置
目
的
を
活
か
し
つ

つ
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
め
て

参
加
希
望
事
業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
応
募
要
領
な
ど
を
確
認
の
う

え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

10
月
30
日
（
金
）
午
後
５
時

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務
所

（
☎
内
線
170
）

　
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
で
使
え
る
タ
ク

シ
ー
ク
ー
ポ
ン
（
630
円×

４
枚
）
の

有
効
期
限
は
10
月
31
日
（
土
）
で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

131
）

※

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
は
選
考
の
際
考
慮
し
ま
す
。

区
　
分

高
校
卒
業

程
度

一
般
事
務
職

土
木
技
術
職

若
干
名

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

受
　
験
　
資
　
格

試
験
職
種

採
用
予
定

人
　
　
数

東京交響楽団
　演奏会加茂公演

「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
よ
り
「
カ

タ
ロ
グ
の
歌
」、
ヘ
ン
デ
ル
「
ラ
ー
ル

ゴ
」、
バ
ッ
ハ
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
よ

り
「
憐
み
給
え
、
わ
が
神
よ
！
」、
古

関
裕
而
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ー

行
進
曲
」
な
ど

チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
指
定
）

一
　
般
　
３
千
500
円
、
学
　
生
　
千
500
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

、
文
化
会
館

そ
の
他
　
車
い
す
席
は
文
化
会
館
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
就
学
児
の

入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
演
奏
会
は
競
輪
の
補
助
を
受
け
て
特

別
料
金
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
（
☎
53

－

０

８
４
２
）

タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン

ご
利
用
は
31
日
ま
で

三浦克次 押見朋子 芳賀　惠

熊
に
よ
る
人
身
被
害
を
防
ぐ

　
今
年
は
熊
の
エ
サ
と
な
る
ブ
ナ
が
不

作
で
、
県
内
で
は
人
身
被
害
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
「
熊
の
エ
サ
と
な
る
生

ゴ
ミ
や
不
要
の
農
作
物
・
果
実
は
屋

外
に
放
置
し
な
い
」「
熊
の
出
没
が
確

認
さ
れ
る
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
」「
山

に
入
る
と
き
は
複
数
で
行
動
」「
鈴
、

ラ
ジ
オ
等
音
の
出
る
も
の
を
携
行
」
な

ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
来
、
熊
は
臆
病
な
動
物
で
す
。
熊

に
気
づ
い
た
場
合
は
落
ち
着
い
て
背
を

向
け
ず
に
静
か
に
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
加
茂
市
ク
マ
対
策
本
部
担
当

課
（
農
林
課
☎
内
線
413
）、
緊
急
の
場

合
は
加
茂
警
察
署（
☎
52

－

０
１
１
０
）

※

市
役
所
や
各
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
「
熊

除
け
の
鈴
（
ベ
ル
型
）」
を
１
個
400
円

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

10
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
　
場
　
田
上
町
交
流
会
館
（
田
上
町

大
字
原
ケ
崎
新
田
）

内
　
容
　
持
続
化
給
付
金
、
家
賃
支
援

給
付
金
、
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、

農
地
転
用
、
法
人
設
立
、
外
国
人
出
入

国
お
よ
び
在
留
資
格
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
県
行
政
書
士
会
三
条
支

部
高
橋
さ
ん
（
☎
090

－

９
４
２
３

－

５

７
２
４
）

　
市
内
に
工
場
等
を
新
設
、
増
設
ま
た

は
移
設
を
し
た
企
業
（
個
人
を
含
む
）

に
対
し
て
次
の
よ
う
な
奨
励
金
交
付
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
企
業
に
は
企
業
設
置
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
11
月
６
日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
企
業
　
令
和
元
年
中
に
市
内
に
工

場
等
（
工
場
・
事
務
所
・
倉
庫
等
、
財

貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
、
提
供
を

行
う
施
設
）、
事
業
所
（
物
の
販
売
を

行
う
施
設
）
を
新
設
、
増
設
ま
た
は
移

設
し
、
下
表
条
件
に
該
当
す
る
企
業
。

奨
励
金
の
交
付
　
当
該
施
設
に
課
税
さ

れ
た
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
合
計
額
を
３
年
間
交
付
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
産

業
企
画
係
（
☎
内
線
132
）

第45回市民音楽祭 入場料無料

日　時 11 月１日（日）
第一部　午前 10時開場、10時 30分開演
バレエ、ヒップホップダンス、フラダンスほか
第二部　午後１時開演
合唱、ピアノ、器楽、吹奏楽ほか

高校生平和大使の報告と
　　　　　折り鶴コンサート

日　時 11 月８日（日）午後２時 30 分開演
第一部　高校生平和大使の活動報告
第二部　折り鶴コンサート
参加費　1,000 円（高校生以下無料）
問い合わせ　加藤さん（☎090－9747－6353）

行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
会

☎53－0842

熊
に
よ
る

人
身
被
害
を
防
ぐ

企
業
設
置
奨
励
金

　
対
象
企
業
は
指
定
申
請
を

　
加
茂
農
林
高
校
で
は
10
月
30
日

（
金
）
に
青
海
祭
（
文
化
祭
）
を
開
催

し
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
感
染
症
予

防
の
た
め
、
外
部
の
人
の
入
場
を
お
断

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

農
産
物
販
売
も
中
止
し
ま
す
。
青
海
祭

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
農
林
高
校
（
☎
52

－

３
１
１
５
）

農
林
高
校
「
青
海
祭
」

　
　
　
　
外
部
の
人
は
制
限

※表中の投下固定資本総額とは、施設設置に要
した費用で、地方税法に規定する固定資産税台
帳に登録された課税標準額。

対象条件

18日から発売

（http
://7ticket.jp

/

）
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
・
児
童
手
当
支
給

20
㈫
赤口

2
㈪
先勝

3
㈫
友引

4
㈬
先負

5
㈭
仏滅

6
㈮
大安

7
㈯
赤口

8
㈰
先勝

21
㈬
先勝

22
㈭
友引

23
㈮
先負

24
㈯
仏滅

26
㈪
赤口

27
㈫
先勝

28
㈬
友引

29
㈭
先負

30
㈮
仏滅

25
㈰
大安

・休館（民俗資料館）

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

31
㈯
大安

　休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
 　　　　　　☎５３－０７５１ 　9：00～17：00

　休日当番医　堀内医院
 　　　　　　☎５２－０９５３ 　9：00～17：00
・第45回市民音楽祭　文化会館　10：30から
・休館（民俗資料館）

　休日当番医　さくらクリニック
 　　　　　　☎５２－９５１１ 　9：00～17：00
・総体　サッカー（小学生の部）
　　　　　　　　　  サッカー場　9：00から
　　　　駅　伝　陸上競技場周辺周回コース
　　　　　　　　　　　　　　　10：00から
　　　　バレーボール（中学生女子の部）
　　　　　勤労者体育センター　13：00から
・休館（文化会館、温水プール、市立図書館）

　休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
　　　　　　☎５３－０７５１   9：00～17：00

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　市立図書館　　　10：00から

・市民ワークショップ
　　　　　　市役所３階会議室　10：00～12：00

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・献　血　　　市役所１階　　　  9：00～11：30
・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１　  9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　  9：00～15：00

・なんでも健康相談
　　　　　　　中央コミセン　　 9：30～11：30

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　市立図書館 　　  10：00から

・けんこう栄養相談会（予約は前日までに健康課
　☎内線165へ） ゆきつばき荘　 9：00～12：00
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00

10月・11月

19
大安

10月

㈪ 1
赤口

11月

㈰

文化の日

月 日 休日当番医（9:00～17:00） ☎
10／18（日）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

25（日）ながば耳鼻咽喉科医院 ５３－０７５１
11／１（日）堀内医院 ５２－０９５３
３（火・祝）さくらクリニック ５２－９５１１
８（日）ながば耳鼻咽喉科医院 ５３－０７５１
15（日）みながわ整形外科 ５３－３８７７※加茂美人の湯　営業日は金曜日、土曜日、日曜日、祝日。

児
童
手
当 
10
月
期
支
給

感
染
症
対
策
で

　 

中
止
す
る
主
な
イ
ベ
ン
ト

　
10
月
９
日
（
金
）
に
児
童
手
当
10

月
期
分
（
６
月
〜
９
月
）
を
指
定
の

口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

　
７
月
以
降
に
認
定
さ
れ
た
人
は
、

認
定
月
か
ら
９
月
分
ま
で
の
支
給
で

す
。

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務
所
児
童
障

害
係
（
☎
内
線
174
）

イ
ベ
ン
ト
名
／
問
い
合
わ
せ

▼
粟
ケ
岳
山
閉
い
登
山
（
11
／
３
、

臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
し
、
加

茂
山
岳
会
は
神
事
実
施
予
定
）
／
商

工
観
光
課
観
光
係
（
☎
内
線
131
）、
加

茂
山
岳
会
事
務
局
中
野
さ
ん
（
☎
52

－

８
７
６
０
）▼
市
展
、
公
民
館
作
品

展
（
10
／
31
〜
11
／
４
）
／
社
会
教

育
課
（
☎
内
線
461
）、
公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）▼
紅
葉
祭
（
11
／
15
）

／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
52

－

６

１
１
６
）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　  9：00～15：00
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令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
の
加
茂
市

職
員
採
用
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

第
１
次
試
験

加
茂
市
職
員

▼
一
般
事
務
職…

教
養
試
験
、
適
性
試

験
、
作
文
試
験

▼
土
木
技
術
職…

教
養
試
験
、
専
門
試

験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験

試
験
日

11
月
29
日
（
日
）

　
加
茂
美
人
の
湯
を
効
果
的
に
運
営
す

る
た
め
、
運
営
事
業
者
を
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
再
募
集
し
ま
す
。

４
月
採
用
市
職
員

（
高
校
卒
業
程
度
）
を
募
集

加
茂
美
人
の
湯

運
営
事
業
者
再
募
集

市
職
募
集
（
高
卒
）
・
東
京
交
響
楽
団 会

　
場
　
市
役
所

第
２
次
試
験
　
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
し
、
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

11
月
11
日
（
水
）
ま
で

※

受
付
は
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
事

係
（
☎
内
線
333
）

※

受
験
申
し
込
み
は
１
試
験
職
種
に
限

り
ま
す
。
な
お
、
新
型
感
染
症
の
影
響

で
、
試
験
日
時
の
延
期
等
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
変
更
す
る
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
の
で
、
随
時
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

12
月
に
行
う
東
京
交
響
楽
団
演
奏
会

加
茂
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
10
月
18
日

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　
第
一
部
で
は
今
年
生
誕
250
年
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
「
田
園
」
を
東

京
交
響
楽
団
が
演
奏

し
ま
す
。

　
第
二
部
で
は
加
茂

市
出
身
の
ソ
リ
ス
ト

芳
賀
惠
さ
ん
、
押
見

朋
子
さ
ん
、
三
浦
克

次
さ
ん
が
歌
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、

１
９
６
４
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
入
場
行
進
曲
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」
作
曲
者
古
関
裕

而
の
音
楽
を
特
集
し
ま
す
。

演
奏
会
日
時

12
月
12
日
（
土
）
午
後

２
時
15
分
開
場
、
３
時
開
演

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
　
目
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第

６
番
「
田
園
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
歌
劇

　
現
施
設
の
設
置
目
的
を
活
か
し
つ

つ
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
め
て

参
加
希
望
事
業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
応
募
要
領
な
ど
を
確
認
の
う

え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

10
月
30
日
（
金
）
午
後
５
時

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務
所

（
☎
内
線
170
）

　
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
で
使
え
る
タ
ク

シ
ー
ク
ー
ポ
ン
（
630
円×

４
枚
）
の

有
効
期
限
は
10
月
31
日
（
土
）
で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

131
）

※

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
は
選
考
の
際
考
慮
し
ま
す
。

区
　
分

高
校
卒
業

程
度

一
般
事
務
職

土
木
技
術
職

若
干
名

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

受
　
験
　
資
　
格

試
験
職
種

採
用
予
定

人
　
　
数

東京交響楽団
　演奏会加茂公演

「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
よ
り
「
カ

タ
ロ
グ
の
歌
」、
ヘ
ン
デ
ル
「
ラ
ー
ル

ゴ
」、
バ
ッ
ハ
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
よ

り
「
憐
み
給
え
、
わ
が
神
よ
！
」、
古

関
裕
而
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ー

行
進
曲
」
な
ど

チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
指
定
）

一
　
般
　
３
千
500
円
、
学
　
生
　
千
500
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

、
文
化
会
館

そ
の
他
　
車
い
す
席
は
文
化
会
館
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
就
学
児
の

入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
演
奏
会
は
競
輪
の
補
助
を
受
け
て
特

別
料
金
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
（
☎
53

－

０

８
４
２
）

タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン

ご
利
用
は
31
日
ま
で

三浦克次 押見朋子 芳賀　惠

熊
に
よ
る
人
身
被
害
を
防
ぐ

　
今
年
は
熊
の
エ
サ
と
な
る
ブ
ナ
が
不

作
で
、
県
内
で
は
人
身
被
害
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
「
熊
の
エ
サ
と
な
る
生

ゴ
ミ
や
不
要
の
農
作
物
・
果
実
は
屋

外
に
放
置
し
な
い
」「
熊
の
出
没
が
確

認
さ
れ
る
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
」「
山

に
入
る
と
き
は
複
数
で
行
動
」「
鈴
、

ラ
ジ
オ
等
音
の
出
る
も
の
を
携
行
」
な

ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
来
、
熊
は
臆
病
な
動
物
で
す
。
熊

に
気
づ
い
た
場
合
は
落
ち
着
い
て
背
を

向
け
ず
に
静
か
に
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
加
茂
市
ク
マ
対
策
本
部
担
当

課
（
農
林
課
☎
内
線
413
）、
緊
急
の
場

合
は
加
茂
警
察
署（
☎
52

－

０
１
１
０
）

※

市
役
所
や
各
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
「
熊

除
け
の
鈴
（
ベ
ル
型
）」
を
１
個
400
円

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

10
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
　
場
　
田
上
町
交
流
会
館
（
田
上
町

大
字
原
ケ
崎
新
田
）

内
　
容
　
持
続
化
給
付
金
、
家
賃
支
援

給
付
金
、
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、

農
地
転
用
、
法
人
設
立
、
外
国
人
出
入

国
お
よ
び
在
留
資
格
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
県
行
政
書
士
会
三
条
支

部
高
橋
さ
ん
（
☎
090

－

９
４
２
３

－

５

７
２
４
）

　
市
内
に
工
場
等
を
新
設
、
増
設
ま
た

は
移
設
を
し
た
企
業
（
個
人
を
含
む
）

に
対
し
て
次
の
よ
う
な
奨
励
金
交
付
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
企
業
に
は
企
業
設
置
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
11
月
６
日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
企
業
　
令
和
元
年
中
に
市
内
に
工

場
等
（
工
場
・
事
務
所
・
倉
庫
等
、
財

貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
、
提
供
を

行
う
施
設
）、
事
業
所
（
物
の
販
売
を

行
う
施
設
）
を
新
設
、
増
設
ま
た
は
移

設
し
、
下
表
条
件
に
該
当
す
る
企
業
。

奨
励
金
の
交
付
　
当
該
施
設
に
課
税
さ

れ
た
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
合
計
額
を
３
年
間
交
付
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
産

業
企
画
係
（
☎
内
線
132
）

第45回市民音楽祭 入場料無料

日　時 11 月１日（日）
第一部　午前 10時開場、10時 30分開演
バレエ、ヒップホップダンス、フラダンスほか
第二部　午後１時開演
合唱、ピアノ、器楽、吹奏楽ほか

高校生平和大使の報告と
　　　　　折り鶴コンサート

日　時 11 月８日（日）午後２時 30 分開演
第一部　高校生平和大使の活動報告
第二部　折り鶴コンサート
参加費　1,000 円（高校生以下無料）
問い合わせ　加藤さん（☎090－9747－6353）

行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
会

☎53－0842

熊
に
よ
る

人
身
被
害
を
防
ぐ

企
業
設
置
奨
励
金

　
対
象
企
業
は
指
定
申
請
を

　
加
茂
農
林
高
校
で
は
10
月
30
日

（
金
）
に
青
海
祭
（
文
化
祭
）
を
開
催

し
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
感
染
症
予

防
の
た
め
、
外
部
の
人
の
入
場
を
お
断

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

農
産
物
販
売
も
中
止
し
ま
す
。
青
海
祭

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
農
林
高
校
（
☎
52

－

３
１
１
５
）

農
林
高
校
「
青
海
祭
」

　
　
　
　
外
部
の
人
は
制
限

※表中の投下固定資本総額とは、施設設置に要
した費用で、地方税法に規定する固定資産税台
帳に登録された課税標準額。

対象条件

18日から発売

（http
://7ticket.jp

/

）
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
・
児
童
手
当
支
給

20
㈫
赤口

2
㈪
先勝

3
㈫
友引

4
㈬
先負

5
㈭
仏滅

6
㈮
大安

7
㈯
赤口

8
㈰
先勝

21
㈬
先勝

22
㈭
友引

23
㈮
先負

24
㈯
仏滅

26
㈪
赤口

27
㈫
先勝

28
㈬
友引

29
㈭
先負

30
㈮
仏滅

25
㈰
大安

・休館（民俗資料館）

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

31
㈯
大安

　休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
 　　　　　　☎５３－０７５１ 　9：00～17：00

　休日当番医　堀内医院
 　　　　　　☎５２－０９５３ 　9：00～17：00
・第45回市民音楽祭　文化会館　10：30から
・休館（民俗資料館）

　休日当番医　さくらクリニック
 　　　　　　☎５２－９５１１ 　9：00～17：00
・総体　サッカー（小学生の部）
　　　　　　　　　  サッカー場　9：00から
　　　　駅　伝　陸上競技場周辺周回コース
　　　　　　　　　　　　　　　10：00から
　　　　バレーボール（中学生女子の部）
　　　　　勤労者体育センター　13：00から
・休館（文化会館、温水プール、市立図書館）

　休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
　　　　　　☎５３－０７５１   9：00～17：00

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　市立図書館　　　10：00から

・市民ワークショップ
　　　　　　市役所３階会議室　10：00～12：00

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・献　血　　　市役所１階　　　  9：00～11：30
・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１　  9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　  9：00～15：00

・なんでも健康相談
　　　　　　　中央コミセン　　 9：30～11：30

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　市立図書館 　　  10：00から

・けんこう栄養相談会（予約は前日までに健康課
　☎内線165へ） ゆきつばき荘　 9：00～12：00
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00

10月・11月

19
大安

10月

㈪ 1
赤口

11月

㈰

文化の日

月 日 休日当番医（9:00～17:00） ☎
10／18（日）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

25（日）ながば耳鼻咽喉科医院 ５３－０７５１
11／１（日）堀内医院 ５２－０９５３
３（火・祝）さくらクリニック ５２－９５１１
８（日）ながば耳鼻咽喉科医院 ５３－０７５１
15（日）みながわ整形外科 ５３－３８７７※加茂美人の湯　営業日は金曜日、土曜日、日曜日、祝日。

児
童
手
当 

10
月
期
支
給

感
染
症
対
策
で

　 

中
止
す
る
主
な
イ
ベ
ン
ト

　
10
月
９
日
（
金
）
に
児
童
手
当
10

月
期
分
（
６
月
〜
９
月
）
を
指
定
の

口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

　
７
月
以
降
に
認
定
さ
れ
た
人
は
、

認
定
月
か
ら
９
月
分
ま
で
の
支
給
で

す
。

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務
所
児
童
障

害
係
（
☎
内
線
174
）

イ
ベ
ン
ト
名
／
問
い
合
わ
せ

▼
粟
ケ
岳
山
閉
い
登
山
（
11
／
３
、

臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
し
、
加

茂
山
岳
会
は
神
事
実
施
予
定
）
／
商

工
観
光
課
観
光
係
（
☎
内
線
131
）、
加

茂
山
岳
会
事
務
局
中
野
さ
ん
（
☎
52

－

８
７
６
０
）▼
市
展
、
公
民
館
作
品

展
（
10
／
31
〜
11
／
４
）
／
社
会
教

育
課
（
☎
内
線
461
）、
公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）▼
紅
葉
祭
（
11
／
15
）

／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
52

－

６

１
１
６
）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　  9：00～15：00
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令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
の
加
茂
市

職
員
採
用
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

第
１
次
試
験

加
茂
市
職
員

▼
一
般
事
務
職…

教
養
試
験
、
適
性
試

験
、
作
文
試
験

▼
土
木
技
術
職…

教
養
試
験
、
専
門
試

験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験

試
験
日

11
月
29
日
（
日
）

　
加
茂
美
人
の
湯
を
効
果
的
に
運
営
す

る
た
め
、
運
営
事
業
者
を
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
再
募
集
し
ま
す
。

４
月
採
用
市
職
員

（
高
校
卒
業
程
度
）
を
募
集

加
茂
美
人
の
湯

運
営
事
業
者
再
募
集

市
職
募
集
（
高
卒
）
・
東
京
交
響
楽
団 会

　
場
　
市
役
所

第
２
次
試
験
　
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
し
、
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

11
月
11
日
（
水
）
ま
で

※

受
付
は
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
事

係
（
☎
内
線
333
）

※

受
験
申
し
込
み
は
１
試
験
職
種
に
限

り
ま
す
。
な
お
、
新
型
感
染
症
の
影
響

で
、
試
験
日
時
の
延
期
等
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
変
更
す
る
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
の
で
、
随
時
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

12
月
に
行
う
東
京
交
響
楽
団
演
奏
会

加
茂
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
10
月
18
日

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　
第
一
部
で
は
今
年
生
誕
250
年
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
「
田
園
」
を
東

京
交
響
楽
団
が
演
奏

し
ま
す
。

　
第
二
部
で
は
加
茂

市
出
身
の
ソ
リ
ス
ト

芳
賀
惠
さ
ん
、
押
見

朋
子
さ
ん
、
三
浦
克

次
さ
ん
が
歌
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、

１
９
６
４
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
入
場
行
進
曲
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」
作
曲
者
古
関
裕

而
の
音
楽
を
特
集
し
ま
す
。

演
奏
会
日
時

12
月
12
日
（
土
）
午
後

２
時
15
分
開
場
、
３
時
開
演

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
　
目
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第

６
番
「
田
園
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
歌
劇

　
現
施
設
の
設
置
目
的
を
活
か
し
つ

つ
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
め
て

参
加
希
望
事
業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
応
募
要
領
な
ど
を
確
認
の
う

え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

10
月
30
日
（
金
）
午
後
５
時

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務
所

（
☎
内
線
170
）

　
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
で
使
え
る
タ
ク

シ
ー
ク
ー
ポ
ン
（
630
円×

４
枚
）
の

有
効
期
限
は
10
月
31
日
（
土
）
で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

131
）

※

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
は
選
考
の
際
考
慮
し
ま
す
。

区
　
分

高
校
卒
業

程
度

一
般
事
務
職

土
木
技
術
職

若
干
名

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

受
　
験
　
資
　
格

試
験
職
種

採
用
予
定

人
　
　
数

東京交響楽団
　演奏会加茂公演

「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
よ
り
「
カ

タ
ロ
グ
の
歌
」、
ヘ
ン
デ
ル
「
ラ
ー
ル

ゴ
」、
バ
ッ
ハ
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
よ

り
「
憐
み
給
え
、
わ
が
神
よ
！
」、
古

関
裕
而
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ー

行
進
曲
」
な
ど

チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
指
定
）

一
　
般
　
３
千
500
円
、
学
　
生
　
千
500
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

、
文
化
会
館

そ
の
他
　
車
い
す
席
は
文
化
会
館
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
就
学
児
の

入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
演
奏
会
は
競
輪
の
補
助
を
受
け
て
特

別
料
金
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
（
☎
53

－

０

８
４
２
）

タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン

ご
利
用
は
31
日
ま
で

三浦克次 押見朋子 芳賀　惠

熊
に
よ
る
人
身
被
害
を
防
ぐ

　
今
年
は
熊
の
エ
サ
と
な
る
ブ
ナ
が
不

作
で
、
県
内
で
は
人
身
被
害
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
「
熊
の
エ
サ
と
な
る
生

ゴ
ミ
や
不
要
の
農
作
物
・
果
実
は
屋

外
に
放
置
し
な
い
」「
熊
の
出
没
が
確

認
さ
れ
る
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
」「
山

に
入
る
と
き
は
複
数
で
行
動
」「
鈴
、

ラ
ジ
オ
等
音
の
出
る
も
の
を
携
行
」
な

ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
来
、
熊
は
臆
病
な
動
物
で
す
。
熊

に
気
づ
い
た
場
合
は
落
ち
着
い
て
背
を

向
け
ず
に
静
か
に
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
加
茂
市
ク
マ
対
策
本
部
担
当

課
（
農
林
課
☎
内
線
413
）、
緊
急
の
場

合
は
加
茂
警
察
署（
☎
52

－

０
１
１
０
）

※

市
役
所
や
各
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
「
熊

除
け
の
鈴
（
ベ
ル
型
）」
を
１
個
400
円

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

10
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
　
場
　
田
上
町
交
流
会
館
（
田
上
町

大
字
原
ケ
崎
新
田
）

内
　
容
　
持
続
化
給
付
金
、
家
賃
支
援

給
付
金
、
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、

農
地
転
用
、
法
人
設
立
、
外
国
人
出
入

国
お
よ
び
在
留
資
格
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
県
行
政
書
士
会
三
条
支

部
高
橋
さ
ん
（
☎
090

－

９
４
２
３

－

５

７
２
４
）

　
市
内
に
工
場
等
を
新
設
、
増
設
ま
た

は
移
設
を
し
た
企
業
（
個
人
を
含
む
）

に
対
し
て
次
の
よ
う
な
奨
励
金
交
付
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
企
業
に
は
企
業
設
置
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
11
月
６
日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
企
業
　
令
和
元
年
中
に
市
内
に
工

場
等
（
工
場
・
事
務
所
・
倉
庫
等
、
財

貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
、
提
供
を

行
う
施
設
）、
事
業
所
（
物
の
販
売
を

行
う
施
設
）
を
新
設
、
増
設
ま
た
は
移

設
し
、
下
表
条
件
に
該
当
す
る
企
業
。

奨
励
金
の
交
付
　
当
該
施
設
に
課
税
さ

れ
た
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
合
計
額
を
３
年
間
交
付
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
産

業
企
画
係
（
☎
内
線
132
）

第45回市民音楽祭 入場料無料

日　時 11 月１日（日）
第一部　午前 10時開場、10時 30分開演
バレエ、ヒップホップダンス、フラダンスほか
第二部　午後１時開演
合唱、ピアノ、器楽、吹奏楽ほか

高校生平和大使の報告と
　　　　　折り鶴コンサート

日　時 11 月８日（日）午後２時 30 分開演
第一部　高校生平和大使の活動報告
第二部　折り鶴コンサート
参加費　1,000 円（高校生以下無料）
問い合わせ　加藤さん（☎090－9747－6353）

行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
会

☎53－0842

熊
に
よ
る

人
身
被
害
を
防
ぐ

企
業
設
置
奨
励
金

　
対
象
企
業
は
指
定
申
請
を

　
加
茂
農
林
高
校
で
は
10
月
30
日

（
金
）
に
青
海
祭
（
文
化
祭
）
を
開
催

し
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
感
染
症
予

防
の
た
め
、
外
部
の
人
の
入
場
を
お
断

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

農
産
物
販
売
も
中
止
し
ま
す
。
青
海
祭

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
農
林
高
校
（
☎
52

－

３
１
１
５
）

農
林
高
校
「
青
海
祭
」

　
　
　
　
外
部
の
人
は
制
限

※表中の投下固定資本総額とは、施設設置に要
した費用で、地方税法に規定する固定資産税台
帳に登録された課税標準額。

対象条件

18日から発売

（http
://7ticket.jp

/

）






